
新型コロナウイルス感染症対策について
会場内外では東京ビッグサイト発行の「展示会等における新型コロナウイルス感染防止のための対応指針」および、一般社団法人日本展示会協会発行の
「展示会業界におけるCOVID-19感染拡大予防ガイドライン」に則り、感染症対策を実施し、安心、安全に展示会を開催してまいります。

全参加者に
サーモグラフィー等
による体温測定を実施

ご来場時には
マスク着用を
お願いします

密にならないよう
ガイドラインに従った
入場制限を行います。

全ての出入り口に
消毒液を設置

扉の開放、
空調設備による
常時換気を実施

来場者および関係者の
健康・体調管理

37.5度以上の発熱、咳、
喉の痛みなどの自覚症状
のある方はご来場を
お控えいただきますよう
お願い申し上げます。

37.5℃

新型コロナウイルス感染症対策として対人対応の少ない事前登録をご準備しました!

登録後にお送りする
メールのプリントア
ウトもしくはスマー
トフォンで開き、QR
コードをご確認くだ
さい。

展示会場入口前の
QR コード読取りチ
ケット発券機で正し
く読み取ると入場証
が出力されます。

見える化・数値化の技術が集結　̶計測・検査・センサの総合展

見本 読取口

1 2

ご来場の際は、厚生労働省
が推奨する

「新型コロナウイルス接触
確認アプリ（COCOA）」の
登録にご協力ください。
インストールは以下ご参照ください

はかる・調べるフォーラム 構成展
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海洋産業技術展回第4 2021
主 催：（一社）日本検査機器工業会
後 援：経済産業省、文部科学省、国土交通省

非破壊検査機器メーカーが一堂に集まる国内唯一の展示会です。 
最新の検査・計測技術を展示および技術セミナー等で幅広く紹介します。

出展内容
■検査手法
エックス線、ガンマ線、ベータ線、超音波、渦流、磁気、磁粉、浸透、歪、漏えい、アコー
スティックエミッション、ビジュアル（光学）、レーザー、サーモグラフィーなど

■用　途
寸法測定（長さ･厚さ･幅）､材質評価（判別･導電率･異材･硬度･焼入れ深さ･
溶接不良･接着不良･弾性率測定）、探傷（割れ・ラミネーション・コロージョン・
ボイド・巣・異物・インクルージョン）、残留応力測定、食品検査、電子部品検査、
コンクリート検査など

ご来場対象者
さまざまな分野における検査・計測・試験・評価・保守に関わる方々
●�自動車、電子、半導体、家電、食品、医療、重工業、土木建設、航空宇宙、車両、船舶、
金型などの加工・製造メーカー
●�製鉄、製錬、金属、非金属、硝子、プラスチック、ゴム、セラミックスなどの素材メーカー
●発電、電力、化学・石油・原子力プラントなどのエネルギー関連企業
●研究所、試験所、大学、博物館、美術館�などの施設

 （一社）日本検査機器工業会

国内唯一の非破壊検査機器製造メーカーの団体。超音波、磁気、磁粉、浸透、渦流、放射
線、赤外線等の検査技術を駆使し、様々な分野で人 の々安全と製品の品質を支えています。

JIMAプラザ
JIMA（日本検査機器工業会）では、業界の健全な発展と振興、さらにはユーザーへのよりよいサー
ビスを目指した様々な活動を行っています。展示会場内に設置するJIMAプラザでは、これらの活
動成果の一部をご紹介し、より多くの方にご理解頂けるように下記コーナーを開設いたします。

●アカデミックコーナー
大学・研究機関による最新研究成果の発表コーナーです。

●試験片コーナー
検査に重要な試験片を供給しています。JIS規格でありながら市販されていないものの製作・
販売、入手しにくい海外規格品の輸入・販売。規格がないものは設計・規格化から行っています。

●PLコーナー
より信頼性の高い品質管理のもとで製造された検査機器を提供できるように、製造者のPL認識
を高めようと安全ガイドブックを作成したり、PLシールを製作し、会員の方のみに販売しています。

●その他展示コーナー
非破壊検査分野とその周辺技術を紹介する展示コーナーです。

AUVによる水中検査 
自動化へのチャレンジ
川崎重工業株式会社　船舶海洋カンパニー　
フェロー（潜水艦・AUV関連技術担当）　

湯浅 鉄二�氏
日 時 　2月17日（水）10:30〜11:30
場 所 　展示会場内　特設会場

現在AUV（自律型無人潜水機）は、海底から高度を取って航行し、地形の調査等を
行っています。更に、水中の設備に近づきセンサを近接させることができれば、検査分
野において主流のROV（遠隔操作型無人潜水機）に取って代わり、大幅なコストダウ
ンが可能となります。そのAUV開発への当社のチャレンジを紹介いたします。

申込方法 　�Webサイトよりお申し込み下さい。 
https://hakaru-shiraberu-f.jp

プログラムはやむを得ず変更になることがあります。
最新情報はWebサイトでご確認下さい。

「INTERMEASURE」「総合検査機器展」「センサエキスポジャパン」
「SUBSEA TECH JAPAN」の4展示会合同企画として「特別パネル展示
ゾーン」を設けました。
会場ではテーマに沿ったパネル展示を行います。

● コロナに打ち勝つ技術力ゾーン
● デジタル化・自動化社会のための技術ゾーン
 

新技術・新製品セミナー ｜ 会　場  展示会場内  特設会場
聴講無料（当日受付、総入替制）直接会場へお越し下さい。
※INTERMEASURE�2021のセミナーはWebサイトよりお申し込み下さい。�https://hakaru-shiraberu-f.jp

4展示会  合同企画基調講演 聴講無料

主 催：フジサンケイ ビジネスアイ
特 別 協 賛：（一社）次世代センサ協議会

次世代の「AI・IoT技術」を体感する3日間。 
センシング技術を核とする各産業界の最先端技術・情報が集う商談展示会です。

出展内容
■センサ＆テクノロジー
光・電磁波、機械・物理量、温度・湿度・流体、磁気・電流センサ、化学・バイオ、生体、
画像センサ、環境センサ、音波・超音波センサ、タッチセンサ、RFIDセンサ、バーコー
ドリーダー／OCR、センサフュージョン、マイクロマシン・MEMS・NEMS、アク
チュエータ、センサネットワークシステム・技術、センサ構成部材、部品、材料、計測・
制御・試験・検査関連機器、装置、システム、電子機器、通信デバイス・ネットワー
ク、ソフトウェア�関連、電磁波・EMC・ノイズ対策、電池・電源、その他

■AI・IoTソリューション
流通・小売り、運輸、エネルギー、建設、金融、観光・エンタメ、医療・ヘルスケア、
教育、インフラ、ロボット・ドローン、自動車、防犯・防災、地球環境情報プラット
フォーム、土木・建築、農業、地域包括ケア、スマートフードチェーン、高速道路
交通、エネルギーバリューチェーン、機械産業、プロセス産業、エレクトロ二クス
産業、スマート生産、海洋船舶産業、統合型材料開発、医用・健康、公害環境計測、
インフラ維持管理・更新、スポーツ、その他

ご来場対象者
●��センサやセンシング技術を求めるあらゆる業種の研究開発者・技術者・マーケティング関係者
●��設計・製造、生産、品質管理・検査、購買・資材などに従事する専門家または担当者
●��あらたなセンサの活用を検討または情報収集を目的とする流通・サービス業、小売業、農林
水産業、交通・通信・エネルギーなどの社会インフラ、医療機関、政府機関の関係者など
●��あらゆる産業・業種のIoT導入を推進する担当者
●商社��●業界団体��●学術・研究・開発機関��●官公庁��●コンサルタント��●学生

次世代センサフォーラム
次世代センサ協議会では、センサ技術の普及と発展、さらには大学、研究機関、メーカ、ユー
ザの研究者、技術者に対し、ニーズとシーズの出会い、異なる組織間の情報交換の場として
様々な活動を行っています。展示会場内に設置する次世代センサフォーラムでは、これらの活
動の一部をご紹介し、より多くの方にご理解いただけるよう下記コーナーを開設いたします。

● 展示コーナー�
大学・研究機関等による試作品展示コーナーです。

● 技術発表会 
大学・研究機関等による最新研究成果の発表コーナーです。

● センサ技術無料相談コーナー 
「どうように計ったら」、「どの原理のセンサを使ったら」、「どのように設置したら」といった課題を
専門家がお答えします。

● 次世代センサ総合シンポジウム 
次世代のセンサ研究・開発者向けの有料シンポジウムです。

主 催：フジサンケイ ビジネスアイ
特 別 協 賛：（一社）次世代センサ協議会　海洋計測センサ技術研究会

海洋技術、海洋ビジネスに関する機器、システム、計測センサの技術、
情報が一堂に集結します。

出展内容
■海洋産業市場
自動化水産養殖、海洋・河川土木、海洋再生可能エネルギー、海底エネルギー（石
油・天然ガス／メタンハイドレート）、海底資源探査・採掘（熱水鉱床）、海洋調査

■海洋関連技術・製品
海中ロボット（ASV、AUV、ROV、ドローン）、海洋計測センサ、海中制御機器、
海中通信（音響、光、無線、磁気）、海洋土木関連、海洋・船舶IoT関連、船体安全、
FPSO、FLNG、海底設備検査、海中位置検出、ブルーカーボン、海洋プラスチッ
ク対策、関連するソフトウェア

ご来場対象者

■海洋技術を求めるあらゆる業種の研究開発者・技術者
■新たな海洋技術の利活用を検討する異業種の関係者　など

SUBSEA TECH JAPAN　 特別講演  （聴講無料）

主催：国立研究開発法人海洋研究開発機構　

海洋調査の現状と展望
概 要��

海洋調査は船やダイバーによる人の調査から設置型のセンサーやAUVやフロートなどのロ
ボットを使った無人調査への移行が進んでいる。本講演の前半では無人観測プラットフォー
ムであるWave�Gliderについて、後半では、海洋観測に使用するプラットフォームやセンサー
の社会実装に取り組むベンチャーの活動について紹介する。

※詳細は裏面、またはWebサイトをご確認下さい。

主 催：（一社）日本計量機器工業連合会　（特別協力　フジサンケイ ビジネスアイ）
後 援： 経済産業省、文部科学省、環境省、（独）製品評価技術基盤機構、日本貿易振興機構、

国立研究開発法人 産業技術総合研究所

国内最大級の計量計測機器の総合展示会です。「HAKARUで新しいトビラを
ひらこう」をテーマに、最先端の計量計測機器・システムの展示・紹介を行います。

出展内容

IoT・Bluetoothの対応製品をはじめ、デジタル化・自動化・省人化に貢献する
各種計量計測機器、ソフト・システム
【主な出展物】
長さ測定器、Bluetooth対応巻尺、Bluetooth対応デジタル精密水準器、膜厚計、
三次元形状測定器、粗さ・形状測定器、組合せはかり、自動重量選別機（オートチェッ
カ）、パッカースケール、トラックスケール無人化システム、船上スケール、その他は
かり、分銅、AIサーモグラフィカメラ（入退室管理）、Bluetooth搭載中心温度計・放
射温度計、アナログメーター可視化サービス、各種圧力計、各種レベル計、各種流
量計、IoT対応スマート水道メーター、ガスメーター、ガソリン計量機、尿素水ディス
ペンサー、近赤外水分計・成分計、風向風速計、ロードセル、非接触体温計、歩数計、
温湿度計、関連ソフト・システム、校正サービス、法定計量に関する展示など

ご来場対象者

ものづくり、社会インフラ、品質・工程管理、試験・検査、医療・ヘルスケアに関わる方々
業　種：�農林水産、建設・土木、食品、繊維、紙・パルプ、化学・石油、鉄鋼・金属、

精密機械、電気・電子機械、一般機械、電力・ガス・水道、流通・小売、学術・
研究・開発機関、官公庁、学生

アカデミープラザ －未来に向けて－

大学、研究機関等が所有する計量計測関連の先端技術、基礎技術、情報等を展示
会場内で紹介し、産業界とのコラボレーションを図ります。13大学・機関が参加。

学生向け展示会ツアー開催
「計量計測業界」に関心のある学生向けに展示会観覧ツアーを行います。
詳細はWebをご覧下さい。

来場者特典

和英併記で最新の製品を紹介した計量計測機器総覧2020/2021を来場者に無料
進呈。
日本を代表する計量計測機器企業が取り扱う最新の機器、関連システム製品1,000
点（A4判・400頁）を来場者に無料進呈します。製品写真、特長、仕様等を和文・英
文併記で掲載しています。

2021年2月17日（水）-19日（金）10:00 –17:00
東京ビッグサイト （東京都江東区青海1-22-33）

https://hakaru-shiraberu-f.jp
公式サイトはこちらから青海展示棟

海洋産業技術展回第4 2021
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見える化・数値化の技術が集結　̶計測・検査・センサの総合展

※青海展示棟は最寄り駅が異なりますのでご注意下さい
　（りんかい線「東京テレポート駅」徒歩約2分、ゆりかもめ「青海駅」徒歩約4分）

〒100-8125 東京都千代田区大手町1-7-2　フジサンケイ ビジネスアイ内
Tel. 03-3273-6180　　Email: event-fbi@sankei.co.jp　
※各展に関するお問い合わせは、各展示会事務局へご連絡下さい（連絡先は各展HPでご確認下さい）

プログラムはやむを得ず変更になることがあります。最新情報はWebサイトでご確認下さい。

計量計測展  INTERMEASURE　出展製品・技術説明会

2/18（木）

11:40～12:00 18-IM1 マルチパス天然ガス用超音波流量計 東京計装（株）

13:10～13:30 18-IM2 近赤外線による水分と多成分測定 （株）ケツト科学研究所

13:50～14:30 18-IM3 魚用品質状態判別装置　FishAnalyzerを活用した「鮮度の見える化」の紹介 大和製衡（株）

14:50～15:10 18-IM4 産業界のニーズに応えるJQA の認定校正
～ISO/IEC 17025 対応 新規取扱品目および各種サービスのご案内～ （一財）日本品質保証機構

15:30～15:50 18-IM5 アナログメータ可視化 旭計器工業（株）

16:10～16:30 18-IM6 新時代圧力計測「ワイヤレス圧力計測解説」 長野計器（株）

2/19（金）

11:40～12:00 19-IM1 分解能0.001[mm/m]のデジタル精密水準器ノウハウ （株）Any�Design

13:10～13:30 19-IM2 FM4000形マグゲージ 東京計装（株）

13:50～14:30 19-IM3 高感度光学式三次元形状測定器 
-従来技術では計測困難であった形状計測への応用について- santec（株）

14:50～15:10 19-IM4 光ファイバ計測ソリューションの紹介 （株）共和電業

15:30～15:50 19-IM5 コロナ時代の室圧制御「圧力計測の提案」 長野計器（株）

16:10～16:30 19-IM6 橋梁の点検・監視を支援する技術
「スマートセンサによる橋脚基礎の洗掘モニタリング」 長野計器（株）

総合検査機器展

2/19（金）

10:30～12:00 19-J1 研究開発から量産工程までを幅広くカバーするZEISSの
X線トータルソリューションのご紹介 カールツァイス（株）　遠藤�廉�氏

14:00～14:45 19-J2 渦流探傷・デジタルX線検査・微弱磁気検査の最新事例 ローマン・ジャパン（株）／イージーテストソリューション（株）　
技術営業　斎藤康也�氏

15:30～16:30 19-J3 ～合否判定だけではもったいない～　
VGSTDUIO MAXによるCTデータの広範な活用 ボリュームグラフィックス（株）　木下�修平�氏

センサエキスポジャパン
2/19（金） 12:30～13:15 19-S1 センサの産業促進を担う「3大センサイト」活動 （一社）センサイト協議会

次世代センサフォーラム　技術発表会プログラム
2/17（水） 13:00～13:20 MEMS-on�Technologies（株）

／東京大学 13:25～13:45 Dog�Noseセンサ技研 13:50～14:10 創価大学　理工学部

2/18（木） 13:00～13:20 東京医科歯科大学　
生体材料工学研究所　三林研究室 13:25～13:45 鳥取大学　工学部　電気情報系学科　

マイクロデバイス工学研究室 13:50～14:10 東北大学大学院医工学研究科　
芳賀・鶴岡研究室

2/19（金） 13:00～13:20 （地独）神奈川県立産業技術総合研究所 13:25～13:45 （株）青電舎＜東京大学発ベンチャー＞ 13:50～14:10 大阪大学産業科学研究所　
黒田研究室



併催セミナー  ｜ 
会　場  展示会場内  特設会場　　　 参加無料 （一部 有　料  表記セミナーは除く）

申込方法  Webサイトよりお申し込み下さい。　https://hakaru-shiraberu-f.jp　出展者一覧  ｜ 出展者の詳細情報や、出展製品のご案内等の最新情報は、Webサイトに公開しております。
／：共同出展者（50音順・12月3日現在）

計量計測展
株式会社アサカ理研
旭計器工業株式会社
アンリツインフィビス株式会社
株式会社イシダ
株式会社�Any�Design
株式会社オーバル
柏原計器工業株式会社
鎌長製衡株式会社
上根精機工業株式会社
株式会社共和電業
株式会社クボタ
株式会社ケツト科学研究所
有限会社三協インターナショナル
国立研究開発法人�産業技術総合研究所
santec株式会社
湿度、水分計測・センサ研究会
／神栄テクノロジー株式会社
／株式会社第一科学
／株式会社チノー
／株式会社テクネ計測
／トウプラスエンジニアリング株式会社
／株式会社ビートセンシング
島津システムソリューションズ株式会社
株式会社島津製作所�
株式会社昭和測器
株式会社ソニック
株式会社竹中製作所
株式会社タツノ
株式会社田中衡機工業所
株式会社タニタ
株式会社チノー
ツクモ工学株式会社
株式会社テンサー
東京計器株式会社
東京計装株式会社
トキコシステムソリューションズ株式会社
株式会社富永製作所
長野計器株式会社
株式会社ナガノ計装
一般社団法人日本計量振興協会
株式会社日本計量新報社
一般財団法人日本品質保証機構
日本フローセル株式会社
兵田計器工業株式会社
株式会社フクダ
株式会社双葉測器製作所
モーションリブ株式会社

大和製衡株式会社
ヤマヨ測定機株式会社
アカデミープラザ
茨城大学
岡山大学　
静岡大学
国立研究開発法人�情報通信研究機構
株式会社信州TLO
大学知財群活用プラットフォーム
タマティーエルオー株式会社
東京電機大学
東京都立大学
東京理科大学
東洋大学
明治大学
国立研究開発法人�日本原子力研究開発機構
総合検査機器展
株式会社IHI検査計測
株式会社ANSeeN
アンリツインフィビス株式会社
イメージテック株式会社
栄進化学株式会社
株式会社エックスライン
オリンパス株式会社
カールツァイス株式会社
キヤノンアネルバ株式会社
九検
／IMARI
／田中設計
／佐賀検査サービス
／エムアンドケイ
株式会社近畿レントゲン工業社
株式会社JSOL
株式会社昭和製作所
ダコタ・ジャパン
株式会社タセト
つくばテクノロジー株式会社
株式会社DRTECH�In�Japan
テスコ株式会社
電子磁気工業株式会社
東芝ITコントロールシステム株式会社
株式会社東洋精機製作所
／島根大学　光応用計測研究室
トーレック株式会社
長野オートメーション株式会社
株式会社ニコン
／ニコンソリューションズ
日本アビオニクス株式会社

日本工業出版株式会社
日本電磁測器株式会社
一般社団法人日本非破壊検査協会
一般社団法人日本非破壊検査工業会
日本マテック株式会社
浜松ホトニクス株式会社
株式会社ヒューテック
フィルメトリクス株式会社
富士フイルム株式会社
ブルカージャパン株式会社
ポニー工業株式会社
ボリュームグラフィックス株式会社
マークテック株式会社
株式会社マーストーケンソリューション
松定プレシジョン株式会社
株式会社リガク
ローマン・ジャパン株式会社
／イージーテストソリューション株式会社
JIMA ＜アカデミックコーナー＞
岡山大学
東京大学　工学系研究科　鈴木・大竹研究室
東京都立大学システムデザイン学部
長井研究室
日本溶接構造専門学校
センサエキスポジャパン
株式会社アコー
株式会社アプトス
株式会社イージーメジャー
インフィニオン�テクノロジーズ�ジャパン株式会社
エヌエスティ・グローバリスト株式会社
地方独立行政法人大阪産業技術研究所
地方独立行政法人大阪産業技術研究所
／センシング技術応用研究会
オート興産株式会社
岡谷エレクトロニクス株式会社
株式会社オプトロニクス社
Gichoビジネスコミュニケーションズ株式会社
株式会社CAST
KOA株式会社
コーンズテクノロジー株式会社
シチズン電子株式会社
XELA�Robotics株式会社
椿本興業株式会社
一般社団法人東京科学機器協会
東京ロボティクス株式会社
株式会社トーキン
株式会社ナルコーム
ノリタケ伊勢電子株式会社

Parylene�Japan
／Specialty�Coating�Systems
ボールウェーブ株式会社
丸文株式会社
三井化学株式会社
株式会社ヤマナカゴーキン
株式会社山本電機製作所
ユーアイニクス株式会社
次世代センサフォーラム
大阪大学産業科学研究所　黒田研究室
地方独立行政法人神奈川県立産業技術総合研究所
一般社団法人次世代センサ協議会　
IoTセンサ技術研究会
株式会社青電舎＜東京大学発ベンチャー＞
創価大学　理工学部
東京医科歯科大学　
生体材料工学研究所　三林研究室
東北大学大学院医工学研究科　芳賀・鶴岡研究室
Dog�Noseセンサ技研
鳥取大学　工学部　電気情報系学科　
マイクロデバイス工学研究室
MEMS-on�Technologies株式会社
／東京大学
SUBSEA TECH JAPAN
国立研究開発法人海洋研究開発機構
海洋電子株式会社
海洋土木株式会社
九州職業能力開発大学
／九州工業大学
極東貿易株式会社
グレンエアジャパン
コスモス商事株式会社
一般社団法人次世代センサ協議会　
海洋計測センサ技術研究会
株式会社渋谷潜水工業
株式会社ジュピターコーポレーション
株式会社昌新
スコットランド国際開発庁
株式会社ソルトン
株式会社東陽テクニカ
日本海洋株式会社
ヤンマー舶用システム株式会社

プログラムはやむを得ず変更になることがあります。最新情報はWebサイトでご確認下さい。

招待券

該当する項目に✓をつけてください

来場の展示会に✓を入れて下さい（1つだけ）
□  INTERMEASURE 2021　　□  JIMA 2021　　□  センサエキスポジャパン 2021　　□ SUBSEA TECH JAPAN 2021

名  刺

名刺を添付してください（お忘れの際は、下記にご記入ください）

会社・団体名

所属部課名 役職名

氏名

住所　〒 □□□-□□□□

TEL FAX

E-mail

〈個人情報のお取り扱いについて〉
①ご登録いただいた個人情報は左記「来場の展示会」でチェックをした展示会の主催者によって管理され、展示会の運営管理、ご案内および主
催者（事務局含む）の関連行事案内の送付のために使用いたします。 ②各出展ブースへ訪問の際も、バーコードを読み取ったり名刺を頂戴し
た場合、当該出展社より、各種ご案内、情報等が行く場合もございますのでご承知いただきますようお願い申し上げます。 ③個人情報の漏洩、
滅失、毀損を防止いたします。 ④主催者は、運営事務局および業務委託先が適切に個人情報を取り扱うよう監督いたします。

・第22回 自動認識総合展　
・地盤技術フォーラム 2021 （地盤改良技術展、基礎工技術展、災害対策技術展）同時開催

Ａ. あなたの業種は？
□01 農林、水産
□02 鉱業
□03 建設
□04 食料品
□05 繊維
□06 紙、パルプ
□07 化学、ゴム
□08 医薬
□09 石油、石炭
□10 ガラス・土石
□11 鉄鋼
□12 非鉄金属
□13 金属製品
□14 機械
□15 電気機器
□16 輸送用機器
□17 精密機器
□18 電気、ガス
□19 運輸、倉庫
□20 情報、通信
□21 卸売
□22 商社
□23 小売
□24 銀行

□25 証券
□26 保険
□27 その他金融
□28 不動産
□29 サービス
□30 官公庁、団体
□31 教育

Ｂ. あなたの職種は？
□41 研究開発
□42 総務
□43 人事
□44 経理
□45 情報処理、システム
□46 経営企画
□47 広報、宣伝
□48 営業、サービス
□49 設計
□50 生産、品質管理
□51 教職員
□52 学生

Ｃ. あなたの役職は？
□61 会長、社長
□62 役員
□63 部長、次長クラス

□64 課長クラス
□65 係長、主任クラス
□66 専門職
□67 一般社員

Ｄ. 従業員数
□71 10人以下
□72 30人以下
□73 50人以下
□74 100人以下
□75 300人以下
□76 500人以下
□77 1000人以下
□78 3000人以下
□79 5000人以下
□80 5000人以上

Ｅ.  見学したい同時開催展 
（複数回答可）

□91 INTERMEASURE 2021
□92 JIMA 2021 
 (第10回 総合検査機器展)
□93 センサエキスポジャパン2021
□94 SUBSEA TECH JAPAN 2021
□95 第22回 自動認識総合展
□96 地盤技術フォーラム2021

Ｆ. 本展を知ったのは？
□101 招待状
□102 ポスター
□103 新聞・雑誌
□104 インターネット
□105 メール
□106 その他（　　　　　　　　）
 
Ｇ.  ご来場の目的は？  

（複数回答可）
□111 機器購入・商談
□112 予算確保の資料入手
□113 最新の情報入手
□114 併催行事（シンポジウム、 
　　　 セミナー等）が行われているから
□115 その他（　　　　　　　　）

□191 次回の出展案内を希望する

受付の際、名刺を2枚ご用意ください　本券で同時開催展示会も入場できます（再登録不要） 

新型コロナウイルス感染症対策について
■�37.5度以上の発熱、咳、喉の痛みなどの自覚症状のある方はご来場を
お控えいただきますようお願い申し上げます。

■�ご来場時にはマスク着用をお願いいたします。
■�各所に消毒液を設置致しますので、手指消毒の徹底にご協力ください。

キリトリ

キ
リ
ト
リ

海洋産業技術展回第4 2021
17-ST1 　2月17日（水）　13:00 - 14:20　 動 画
主 催：�フジサンケイ�ビジネスアイ、�

（一社）次世代センサ協議会�海洋計測センサ技術研究会

Ⅰ 水産養殖
①水産業の課題と将来：計測機器への期待
長崎大学　海洋未来イノベーション機構�副機構長　
環東シナ海環境資源研究センター長　征矢野�清�氏

②ウナギの完全養殖実用化に向けた種苗量産技術の現状と今後
近畿大学�水産研究所�浦神実験場　場長　教授　田中�秀樹�氏
※動画による講演です（講師の来場はありません）。
※動画の公開予定はありません。

18-ST1 　2月18日（木）　13:00 - 14:20　 動 画
主 催：フ�ジサンケイ�ビジネスアイ、�

（一社）次世代センサ協議会�海洋計測センサ技術研究会

Ⅱ 海洋環境モニタリング
①大循環持続可能型水産業に向けての新たな計測制御技術開発
東京工業大学名誉教授／次世代センサ協議会会長　小林�彬�氏

②メタバーコーディング解析に基づく海洋資源モニタリングの現状と今後
国立研究開発法人　水産研究・教育機構　�
中央水産研究所水産生命情報研究センター　環境ゲノムグループ　グループ長　
長井�敏�氏
※動画による講演です（講師の来場はありません）。
※動画の公開予定はありません。

18-ST2 　2月18日（木）　15:30 - 16:15
主 催：スコットランド国際開発庁、フジサンケイ�ビジネスアイ

スコットランド海洋産業　現在と将来 
-脱炭素社会へ向けた海洋エネルギーと水素の活用-
スコットランド国際開発庁　投資担当　松枝�晃�氏
スコットランド国際開発庁　商務担当　宮北�幸代�氏
スコットランド国際開発庁　投資担当　堀内�長太郎�氏

19-ST1 　2月19日（金）　10:30 - 11:30　 特別講演
主 催：国立研究開発法人海洋研究開発機構　

海洋調査の現状と展望
①無人観測プラットフォームを利用した観測への取り組み
国立研究開発法人海洋研究開発機構　
研究プラットフォーム運用開発部門　技術開発部　
観測技術研究開発グループ　技術副主幹　福田�達也�氏

②海洋観測プラットフォームの開発と社会実装について
国立研究開発法人海洋研究開発機構　
研究プラットフォーム運用開発部門　技術開発部　
観測技術研究開発グループ　技術副主幹　
合同会社オフショアテクノロジーズ　
代表社員兼業務執行社員　渡�健介�氏

19-ST3 　2月19日（金）　13:30 - 14:30
主 催：フジサンケイ�ビジネスアイ

国内外のブルーカーボンに関する研究と取り組み
国立研究開発法人　海上･港湾･航空技術研究所　港湾空港技術研究所　
沿岸環境研究領域　沿岸環境研究グループ　グループ長　桑江�朝比呂�氏

19-ST4 　2月19日（金）　15:30 - 15:45　 動 画
主 催：うみ協議会　横浜市政策局�政策部政策課

横浜市が推進する「海洋都市横浜」の取組
横浜市政策局政策部政策課　担当課長　小林�和広�氏
※動画による講演です（講師の来場はありません）。
※動画の公開予定はありません。

計測標準フォーラム 募集人数60名 
17- IM 　2月17日（水）13:00 - 16:00

テーマ ： 健康な生活を支える計量標準・計測技術

開会挨拶  13:00 - 13:05

（一財）化学物質評価研究機構（CERI）　常務理事（計測標準フォーラム代表）
四⾓目�和広�氏

来賓挨拶  13:05 - 13:10

経済産業省�産業技術環境局　計量行政室長
大崎�美洋�氏

講　演  13:10 - 13:40

「医療診断領域における線量管理用⾯積線量計の校正」
（一財）日本品質保証機構（JQA）　計量計測センター
高島�誠�氏

講　演  13:40 - 14:10

「⽣体成分の計測が拓く健康⻑寿」
（一財）化学物質評価研究機構（CERI）　東京事業所環境技術部
山中�秀徳�氏

講　演  14:10 - 14:40

「安全で健康な⽣活を⽀える有機標準物質」
産業技術総合研究所　計量標準総合センター（NMIJ）
物質計測標準研究部門　有機基準物質研究グループ　研究グループ長
伊藤�信靖�氏

-�休憩（15分）�-

講　演  14:55 - 15:25

「発熱者検知用サーモグラフィの課題と信頼性向上」
産業技術総合研究所　計量標準総合センター（NMIJ）　
物理計測標準研究部門　光温度計測研究グループ　主任研究員
笹嶋�尚彦�氏

講　演  15:25 - 15:55

「気流制御による感染症対策のための流量計測技術」
産業技術総合研究所　計量標準総合センター（NMIJ）　
研究戦略部�　上席イノベーションコーディネータ
高辻�利之�氏

閉会挨拶  15:55 - 16:00

産業技術総合研究所　計量標準総合センター（NMIJ）�
計量標準普及センター長（計量標準フォーラム副代表）
小畠�時彦�氏

自動はかり特別セミナーの開催

計量法関係政省令が改正され、自動はかり（自動捕捉式はかり、ホッパースケール、
充塡用自動はかり、コンベヤスケール）が法規制の対象になりました。
また、自動はかり等の検定を実施する機関として主に民間が主体の「器差検定を中
心に行う指定検定機関」が導入されました。
INTERMEASURE�2021では、自動はかり一連の制度設計に係る見直しを終えた
ことから、政省令改正から技術基準であるJISの整備、民間の検定機関参入につい
て紹介いたします。

プログラム等の詳細はWebサイトをご覧下さい。

Japan Inspection Instruments Manufacturers，Show
総合検査機器展第

10
回2021

JIMA2021 第10回総合検査機器展 
【 特別セミナー】  

開 催 日：2月18日（木） 開催内容はWebよりご確認下さい。

企画協力：日本工業出版（株）月刊「検査技術」

11:00 - 11:50

18-J1  プラント定検短縮のための高効率検査技術

再生エネルギー導入に伴う電力供給バランスを維持するために、火力発電プラント
は出力調整としての役割が急務となっているが、一方で既設プラントは設備の老朽
化に伴う高温機器の損傷リスクが年々高まっている。
当社は、火力発電プラントをはじめ、化学、原子力プラントの設備信頼性向上・稼働
率向上を目的として、適切な点検を短い工期で実現するための非破壊検査技術を
各種開発しており、今回プラント機器で実用している検査技術を紹介する。

三菱重工業（株）　総合研究所　サービス技術部　企画推進G
青木�清隆�氏

12:20 - 13:10

18-J2  自動車軽量化に向けた品質計測技術

自動車の環境対応の中で、車両の軽量化に向けた新材料技術や異材接合技術は重
要な課題になっている。それに伴って、これらの品質を支える計測技術・検査技術へ
の期待も高まっている。ここでは、日産自動車における軽量化技術を支える計測技
術開発の取り組みを、非破壊検査技術活用事例を中心に紹介する。

日産自動車（株）　CP&CAE・実験技術開発本部
大西�孝一�氏

13:40 - 14:30

18-J3  航空機整備検査の考え方と適用NDI技術

航空機整備における基本的な整備プログラムは、航空機メーカー、航空当局、エア
ラインが議論を重ね策定されている。その整備プログラムの一つである航空機構
造に関する点検プログラムの概要、検査手法、非破壊検査の役割、適用例などを
紹介する。また、B787型機で多く用いられている複合材CFRP（Carbon�Fiber�
Reinforced�Plastic）に対する非破壊検査方法についても紹介する。

全日本空輸（株）　整備センター　技術部　構造技術チーム
浅川�泰生�氏

15:00 - 15:50

18-J4  維持管理の現場におけるX線技術等の高度化への取り組み

石油化学プラント等の産業インフラは経年化や競争力強化に対応しつつサプライ
チェーンを支える重要な使命を負っている。本会テーマの検査技術の重要性は増
し、被検体の重厚長大化や展開規模増大など技術的側面に加え技術者不足や働き
方改革など社会情勢への対応も喫緊の課題と言える。多種多様な検査技術の中か
ら、本講演では現在取り組んでいる現場X線技術等の高度化について、近年市場投
入が加速している工業用フラットパネル検出器に代表されるデジタルRT技術の魅
力を開発や現場実装事例も含め紹介する。

三菱ケミカル（株）　設備技術部　SSMTグループ
三浦�到�氏

センサ･アクチュエータ･マイクロナノ／ウィーク2021
次世代センサ総合シンポジウム
“ニューノーマル時代のセンサ技術を考える”
主 催： 一般社団法人次世代センサ協議会
協 力：フジサンケイ ビジネスアイ

Session 1 　2月17日（水） 有　料
新型コロナウイルスのためのセンサ開発と計測応用
� 座長：三林浩二（東京医科歯科大学）

14:30

-

15:15

コロナウイルスの基礎ウイルス学的情報
群馬大学大学院医学系研究科　教授　神谷�亘�氏

15:15

-

16:00

熱応答性磁性ナノ粒子（Therma-Max)を用いた 
体外診断・ウイルス検出技術の開発
JNC（株）　研究開発本部　大西�徳幸�氏

16:00

-

16:45

新型コロナウイルスを含む、各種ウイルスの気相センシングに向けて
東京農工大学　教授　池袋�一典�氏

Session 2 　2月18日（木） 有　料
自動車用センサ －自動運転とセンサ－ 座長：室　英夫（エフエス工学研究所）

10:00

-

10:45

ADAS／自動運転におけるセンシングシステム市場の現状と 
今後について
（株）テクノ・システム・リサーチ　第1グループ　岩波�宏幸�氏

10:45

-

11:30

次世代センシング技術実現への取り組み　 
- 2次元可視情報と3次元距離情報の融合 Imaging LiDAR
ヌヴォトン・テクノロジー・ジャパン（NTCJ）　戦略マーケティング部　
新規事業開発課　課長　島田�直人�氏

11:30

-

12:15

車載ミリ波レーダ技術の最新動向
北九州市立大学国際環境工学システム工学科　教授　梶原�昭博�氏

Session 3 　2月18日（木） 有　料
流通(物流＋商流)分野におけるセンシング技術のニーズを探る
� 座長：石森義雄（石森技術士事務所）
14:30

-

15:15

食の流通・物流におけるデジタル化とセンシング技術の可能性
（公財）　流通経済研究所　農業・地域振興研究開発室　室長　主席研究員　折笠�俊輔�氏

15:15

-

16:00
高機能FHE型集積デバイスの新たな物流応用への展開
山形大学　有機エレクトロニクス研究センター　プロジェクト教員（教授）　芝�健夫�氏

16:00

-

16:45

物流システムにおけるIoT適用の動向と富士電機の取組み
富士電機（株）　パワエレシステムインダストリー事業本部　�
情報ソリューション事業部　情報制御システム　�
第一部流通エンジニアリング課　課長　高木秀記　氏

Session 4 　2月19日（金） 有　料
気象災害モニタリングの最新技術� 座長：高田敬輔（ワイズ福祉情報研究所）
10:00

-

10:45

レーダ雨量と河川水位観測データの品質向上
（一財）河川情報センター　研究第一部　部長　澤野�久弥�氏　
（一財）河川情報センター　研究第二部　部長　　田所�正�氏

10:45

-

11:30

斜⾯防災のための動態モニタリング技術の動向
（株）J-POWER設計コンサルタント　地質事業部次長　菊地�輝行�氏

11:30

-

12:15

画像処理による流速計測の研究動向
神戸大学名誉教授　藤田�一郎�氏

Session 5 　2月19日（金） 有　料
AI・IoT・ビッグデータ� 座長：前田賢一（フリーランス・コンサルタント）
14:30

-

15:15

機械学習と計測技術の融合した⽣活セントリックデザイン
東京工業大学工学院教授　西田�佳史�氏

15:15

-

16:00

力学系理論にもとづく時系列解析と洪水予測への応用
（株）構造計画研究所　気象防災ビジネス室長　奥野�峻也�氏

16:00

-

16:45

MEC*にも使えるIoTプラットフォーム
元東芝研究開発センター技監　フリーランス・コンサルタント　前田�賢一�氏

出展者詳細はこちら


